
中村　和彦（南山大学人文学部心理人間学科 教授）

中尾　陽子（南山大学経営学部経営学科 准教授）

日程
2021年7月3日(土)、11日(日)、24日(土)、25日(日)4日間　10：00～18：00
※最終日の25(日)は9：00～18：00

定員 12名

参加資格
当センターの人間関係講座または人間関係トレーニング（Tグループ）を修了された方、
またはそれに準ずる経験をお持ちの方

会場 オンライン

受講料 43,070円〈税込〉

担当講師　中尾　陽子　記

　今年度の「体験学習ファシリテーション<ベーシック>」は、7月3日（土）・11日（日）・24日（土）・25日（日）の4
日間、初めてオンラインで開催されました。担当者は中村・中尾の2名でした。
　この講座では、『ラボラトリー方式の体験学習について理解を深める』、『ラボラトリー方式の体験学習の場をつく
り、実施していくファシリテーションの基礎的な力を養う』、『体験学習プログラムをチームで設計する際に起こるプロセ
スから学ぶ』という3つのねらいのもとで、既存の実習を用いた体験学習のプログラムをファシリテーターとして実践し、
お互いのフィードバックを通して体験学習のファシリテーションについて学ぶことに取り組みました。
　まず講座１日目から２日目の午前中には、小講義や講座担当者のファシリテーションに対するフィードバックを通して、
ラボラトリー方式の体験学習のファシリテーションについて学びました。２日目の午後からは、３つのチーム（情報紙を
用いた実習、コンセンサス実習、コミュニケーション実習）に分かれ、それぞれのチームで自分たちが提供する体験学習プ
ログラムの準備をしました。そしていよいよ講座３日目午後から最終日にかけて、各チームが100分間の体験学習プログラ
ムを実施し、その後、他の受講者からフィードバックをもらい学び合う、というセッションを実施しました。
　最後のチェックアウトでは参加者の方々がドキドキやワクワクの中で本当に様々な体験をなさり、その体験をそれぞれ
の日常や現場へ繋げていこう！と考えていらっしゃる様子が伝わってきました。
　参加者のみなさま、大変お疲れさまでした！ その後、いかがお過ごしですか？
　この講座での気づきが、みなさまの実践や日常の中にゆっくりと活かされていくことを願いながら、私自身も今回の学
びをじわじわとかみしめています。そして、みなさんとこの講座でお会いする機会はないんだな～…と、寂しさも感じてい
ます。またどこかでお会いした時に、お互いの『今』についてお話しできることを楽しみにしていますね♪

体験学習ファシリテーション＜ベーシック＞
体験学習のファシリテーションの基礎を学びたい人のために

【ファシリテーター･トレーニング】

概要

　参加者が、「ラボラトリー方式の体験学習」の実施者（ファシリテーター）の役割を交互にしながら、体験学習プログ
ラムを進行していき、学習者の学びを促進していくための基礎を学ぶための講座です。
　学校の教師、研修講師、人材開発担当者などの方で、教育の場面で、体験学習や参加型教育を用いている方、体験学習
のファシリテーションの基礎を学びたい方に最適な講座です。
　当センターが実施する類似の講座として「体験学習ファシリテーション〈アドバンス〉（旧「アドバンス体験学習」）」
があります。「体験学習ファシリテーション〈ベーシック〉」が基礎編、「体験学習ファシリテーション〈アドバン
ス〉」が応用編となります。「体験学習ファシリテーション〈ベーシック〉」では、既存の実習を用いて体験学習プログ
ラムを設計し、実施するファシリテーターの力を養います。「体験学習ファシリテーション〈アドバンス〉」では、体験
学習プログラムを独自に作成して実施するため、体験学習の設計についても深く学ぶことができます。
　「体験学習ファシリテーション〈アドバンス〉」に参加される方は、その学びの前段階としてファシリテーションの基礎
を学ぶために、本講座（体験学習ファシリテーション〈ベーシック〉）に参加されることをお勧めします。

　「体験学習ファシリテーション〈ベーシック〉」では以下の内容を扱っていきます。
・体験学習プログラムを進める際の留意点について
・ねらいの設定と実習の選択について
・各フェーズでの進め方について（導入、課題の実施、ふりかえり、全体でのふりかえり）
・参加者が３つのグループに分かれて、各グループで体験学習プログラムの準備を行う
・ファシリテーター・グループが体験学習プログラム（100分間）を実施する
　→他のグループのメンバーは学習者になる
　　ファシリテーター・グループにフィードバックを行う
・体験学習のファシリテーションについての小講義

　2021年度の本講座はオンライン（Zoomを使用）で行います。オンライン上で実施する体験学習プログラムのファシリ
テーションを体験していただくことになります。

メルマガ
講座報告
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